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合　計

女 
277
68

345

男 
246
51

297

女    
21,881
6,281

28,162

男    
21,331
6,022

27,353
合　計 56,157人  世帯数 24,754（令和3年10月末日現在）

№185

問合せ▶安中市学習の森 ふるさと学習館  午前9時～午後5時（入館・ミュージアムショップは午後4時30分まで）
　　　　安中市上間仁田951　Tel. 027－382－7622　mail : furusato@city.annaka.lg.jp
　　　 【12月の休館日】12/7（火）、12/14（火）、12/21（火）、12/27（月）、12/28（火）～1/4（火）

　今
月
は
、
ふ
る
さ
と
学
習
館
で
開
催
中
の
企

画
展
か
ら
彫
刻
家
・
半
田
富
久
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

半
田
富
久
と
海
音
寺
潮
五
郎

　半
田
富
久
は
昭
和
11
年（
1
9
3
6
）碓
氷
郡

原
市
町（
現
安
中
市
原
市
）に
生
ま
れ
、
高
崎
高

校
を
卒
業
後
、
東
京
藝
術
大
学
で
彫
刻
を
学
び

ま
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
大
学
大
学
院
の
建
築

科
に
進
学
し
、
日
本
建
築
を
学
ぶ
中
で
石
の
魅

力
に
と
り
つ
か
れ
〝
石
の
道
〞
を
探
求
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
　
　

　半
田
と
歴
史
小
説
『
天
と
地
と
』
の
著
者
と

し
て
広
く
知
ら
れ
る
作
家
・
海
音
寺
潮
五
郎
と

の
交
流
は
、
昭
和
38
年
、
潮
五
郎
が
実
家
「
末

冨
家
」
の
墓
の
制
作
を
依
頼
し
た
事
で
始
ま
り

ま
し
た
。
潮
五
郎
は
当
時
27
歳
の
若
者
だ
っ
た

半
田
の
才
能
と
人
柄
を
高
く
評
価
し
、
以
降
半

田
の
個
展
に
紹
介
文
を
寄
稿
し
た
り
夫
婦
そ

ろ
っ
て
観
覧
に
訪
れ
た
り
と
目
を
か
け
て
い
ま

し
た
。

　半
田
の
作
品
に
つ
い
て
「
最
も
沈
黙
し
て
い

る
も
の
ほ
ど
最
も
奥
が
深
く
、
最
も
複
雑
な
屈

折
が
あ
る
。
石
が
そ
れ
で
あ
る
」
と
語
っ
た
潮

五
郎
は
、
半
田
に
と
っ
て
「
師
友
」
と
呼
べ
る

か
け
が
え
の
な
い
存
在
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

潮
五
郎
逝
去
の
折
、
半
田
は
葬
儀
祭
壇
お
よ
び

石
棺
・
石
刀
も
制
作
し
、
そ
の
後
行
わ
れ
た
全

米
巡
回
石
彫
展
に
際
し
て
は
遺
品
の
着
物
を
身

に
つ
け
ま
し
た
。
こ
う
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら

も
二
人
の
親
交
の
深
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　な
お
、
板
鼻
公
民
館
前
に
は
『
中
仙
道
板
鼻

宿
』
を
著
し
た
同
地
出
身
の
川
島
一
郎
を
顕
彰

す
る
「
お
か
ご
」
型
の
碑
が
あ
り
ま
す
。
同
書

に
感
激
し
た
潮
五
郎
が
揮
毫
し
、
半
田
設
計
の

も
と
昭
和
48
年
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
半
田

の
故
郷
安
中
に
残
る
友
好
の
足
跡
の
ひ
と
つ
で

す
。

世
界
の
半
田
富
久

　半
田
の
作
品
は
「
抽
象
的
な
手
法
で
、
現
代

に
抽
出
さ
れ
た
日
本
の
伝
統
的
な
美
意
識
を
表

現
し
た
」
と
し
て
、
日
本
に
先
ん
じ
て
米
国
で

高
い
評
価
を
受
け
、
彫
刻
家
と
し
て
は
日
本
人

初
の
快
挙
と
な
る
全
米
巡
回
展
が
企
画
さ
れ
ま

し
た
。

　昭
和
54
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た

全
米
巡
回
石
彫
展
「
石
の
道（The W

ay of 
Stone

）」
は
、
全
米
5
都
市（
リ
ン
カ
ー
ン
・

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
・
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
・
シ
カ
ゴ
・

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）を
め
ぐ
り
、
当
時
の
現
地
の

新
聞
で
「
ブ
ラ
ン
キ
ュ
ー
シ（
ロ
ダ
ン
の
弟
子
）

を
連
想
す
る
」
、
「
墨
絵
の
筆
法
が
感
じ
ら
れ

る
」
な
ど
と
絶
賛
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
石
彫

作
品
自
体
が
珍
し
か
っ
た
米
国
で
は
硬
質
な
御

影
石
を
素
材
と
す
る
半
田
の
彫
刻
作
品
は
非
常

に
斬
新
で
、
巡
回
展
中
に
実
際
に
御
影
石
を
ノ

ミ
で
「
む
し
っ
て
」
み
せ
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

と
、
観
客
か
ら
は
感
嘆
の
声
が
も
れ
た
と
い
い

ま
す
。

中仙道板鼻宿の碑
（揮毫 海音寺潮五郎）

令和3年度
文化財愛護ポスター

最優秀賞
磯部小学校（6年）
森田　紗菜さん

12
月
28
日（
火
）〜
1
月
4
日（
火
）は

ふ
る
さ
と
学
習
館
、
生
涯
学
習
施
設

と
も
に
休
館
で
す

12
月
27
日（
月
）は

ふ
る
さ
と
学
習
館
は
臨
時
休
館
で
す

安中市学習の森ふるさと学習館第22回企画展

ゆるぎの美学　巨石彫刻家 半田富久
安中市出身の彫刻家半田富久の作品と生涯を紹介する
企画展示です。展示期間：令和4年1月24日（月）まで

限
定
グ
ッ
ズ

販
売
中
♪

「
第
73
回
人
権
週
間
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　つ
い
て

　法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
12
月
4
日（
土
）〜
10
日（
金
）の
一

週
間
を
「
第
73
回
人
権
週
間
」
と
定
め
、
全

国
的
に
各
種
行
事
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　前
橋
地
方
法
務
局
お
よ
び
群
馬
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
で
は
、
県
内
の
各
市
町
村
に

お
い
て
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。　い

じ
め
や
児
童
虐
待
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
人
権
侵
害
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
連
し
た
偏
見
・
差
別
の
ほ
か
、

家
庭
内
や
近
所
の
も
め
ご
と
な
ど
、
人
権
問

題
や
困
り
ご
と
で
悩
ん
で
い
る
人
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
特
設
人

権
相
談
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
料
金
は
無

料
で
、
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

特
設
相
談

日
時
▼

12
月
10
日（
金
）午
後
1
時
30
分
〜
4
時

（
受
付
：
午
後
3
時
30
分
ま
で
）

場
所
▼

□本 

第
1
・
2
相
談
室

□松 

第
5
会
議
室

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
、
マ
ス
ク
の
着
用
と
手
指
の
消
毒
を
お
願

い
し
ま
す

※
通
常
ど
お
り
前
橋
地
方
法
務
局
お
よ
び
各

支
局
で
も
電
話
相
談
な
ど
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い

〇
電
話
相
談

み
ん
な
の
人
権
1
1
0
番

平
日
の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

（
☎
0
5
7
0

－

0
0
3

－

1
1
0
）

〇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
相
談
窓
口

http://w
w

w
.jinken.go.jp/

問
合
せ
▼

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
☎
0
2
7

－

2
2
1

－

4
4
6
6
）

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
の
任
意
加
入
に
つ
い
て

　日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
人
は
、
国
籍
や
職
業
に
か
か
わ
ら
ず
、
必

ず
年
金
に
加
入
し
ま
す
。

　ま
た
、
次
の
人
は
申
し
出
に
よ
り
、
任
意

で
国
民
年
金
に
加
入
で
き
ま
す
。

①
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間（
保
険
料

納
付
済
期
間
、
保
険
料
免
除
期
間
、
学
生
納

付
特
例
期
間
お
よ
び
納
付
猶
予
期
間
を
合
計

し
て
10
年
以
上
）を
満
た
さ
な
い
人
や
、
満

額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
人

②
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期

間
を
満
た
さ
な
い
65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
人

（
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期

間
を
満
た
す
ま
で
加
入
）

③
海
外
に
居
住
し
て
い
る
20
歳
以
上
65
歳
未

満
の
日
本
人

　①
、
②
に
該
当
す
る
人
は
、
□本 

国
保
年
金

課
、
ま
た
は
□松 

住
民
福
祉
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　③
に
該
当
す
る
人
は
、
次
の
窓
口
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

国
内
協
力
者（
日
本
国
内
に
居
住
す
る
親
族

な
ど
）が
い
る
人
▼
最
後
に
居
住
し
て
い
た

住
所
地
の
市
町
村
窓
口

国
内
協
力
者
が
い
な
い
人
▼
最
後
に
居
住
し

て
い
た
住
所
地
を
管
轄
す
る
年
金
事
務
所

国
内
協
力
者
が
い
な
い
人
で
、
日
本
国
内
に

住
所
を
有
し
た
こ
と
が
な
い
人
▼
千
代
田
年

金
事
務
所

　詳
し
く
は
、
高
崎
年
金
事
務
所
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

年
金
に
関
す
る
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス（
ね
ん

き
ん
ネ
ッ
ト
）に
つ
い
て

　「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
は
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
自
分
の
年
金
の
情
報
を

手
軽
に
確
認
で
き
ま
す
。

・
年
金
記
録
の
確
認

・
将
来
の
年
金
見
込
額
の
試
算

・
電
子
版
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の
閲
覧

・
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
る
各
種
通

知
書（
年
金
振
込
通
知
書
や
源
泉
徴
収
票
な

ど
）の
確
認
や
再
交
付
申
請
な
ど

※
詳
細
は
日
本
年
金
機
構
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
合
せ
▼

高
崎
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（
☎
0
2
7

－

3
2
2

－

4
2
9
9
）

き
ご
う

　市
役
所
□本
、
□松
、
各
地
区
の
公

民
館
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
、
皆

さ
ん
の
声
を
お
聞
き
す
る
た
め
、

「
市
民
の
声
」
を
投
稿
で
き
る
ポ
ス

ト
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
が
日

ご
ろ
感
じ
て
い

る
こ
と
や
ご
意

見
な
ど
を
ぜ
ひ

お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

皆
さ
ん
の
声
を

　
　
　お
待
ち
し
て
い
ま
す


